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施　

政　

方　

針　
　
　

長

町
長　

大
澤
芳
夫

　

３
月
10
日（
水
）に
開
会
さ
れ
た
第
１
回
町
議
会
定
例
会
で
、
町
長
が
新

年
度
に
あ
た
っ
て
の
町
政
運
営
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
や
主
要
な
施

策
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
た
施
政
方
針
の
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
体
制　

町
民
の
皆

様
か
ら
の
ご
提
言
を
幅
広
く
町
政
に

反
映
さ
せ
る
た
め
、「
町
へ
の
提
案

制
度
」
を
行
う
ほ
か
、
各
種
委
員
の

公
募
や
女
性
の
積
極
的
な
登
用
、
住

み
よ
い
地
域
社
会
を
築
く
た
め
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
へ
の
活
動
支

援
、
行
政
区
が
行
う
環
境
整
備
事
業

に
対
し
助
成
す
る
地
域
振
興
対
策
事

業
補
助
金
制
度
、
さ
ら
に
、
町
民
の

皆
様
が
自
主
的
に
行
う
地
域
づ
く
り

事
業
や
社
会
福
祉
事
業
な
ど
の
公
益

性
の
あ
る
事
業
を
支
援
す
る
共
催
・

「町民と行政の協働」主な事業

後
援
事
業
補
助
金
制
度
な
ど
を
実
施

し
ま
す
。

定
住
自
立
圏
構
想　
「
集
約
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
観
点
の
も
と
で
、
秩

父
１
市
４
町
が
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
相
互
に
連
携
・
協
力
し
、「
定
住
」

の
た
め
の
暮
ら
し
に
必
要
な
諸
機

能
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、「
自
立
」

の
た
め
の
経
済
基
盤
や
地
域
の
誇
り

を
培
う
こ
と
な
ど
、
圏
域
全
体
を
活

性
化
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
推
進

し
ま
す
。

収
納
率
の
向
上　

電
話
で
町
税
の
未

納
を
お
知
ら
せ
す
る
、「
納
税
推
進

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
を
役
場
内
に
開

生
活
環
境
の
整
備

「生活環境の整備」主な事業

交
通
体
系　

生
活
基
盤
と
し
て
重
要

な
町
道
の
改
良
、
舗
装
、
側
溝
整
備

な
ど
、
人
に
や
さ
し
い
道
路
を
整
備

し
ま
す
。

　

ま
た
、
国
県
道
の
改
良
を
県
に
要

望
し
ま
す
。

交
通
安
全　

平
成
18
年
７
月
か
ら
町

内
で
交
通
死
亡
事
故
の
発
生
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
引
き
続
き
、
交
通
安
全

の
啓
発
に
努
め
、
通
行
危
険
箇
所
や

交
通
事
故
の
発
生
し
や
す
い
場
所
に

道
路
照
明
灯
、カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、ガ
ー

ド
レ
ー
ル
を
設
置
す
る
な
ど
、
交
通

安
全
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

防　

犯　

町
民
一
人
ひ
と
り
の
防
犯

意
識
の
高
揚
や
自
主
防
犯
組
織
の
育

成
・
支
援
に
努
め
、
警
察
や
関
係
団

健
康
と
福
祉
の
向
上

高
齢
者
福
祉　

当
町
の
高
齢
化
率
は

29
％
と
全
国
平
均
を
上
回
り
、
高
齢

者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
高
齢
者

や
家
族
に
対
す
る
相
談
や
介
護
に
必

要
な
情
報
の
提
供
を
行
い
、
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
や
医
療
機
関
等

と
の
連
携
を
図
る
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

障
害
者
福
祉　

サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と

し
て
い
る
障
害
者
が
、
適
切
な
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
、
安
心
し
て
生
活
が
で

き
る
よ
う
支
援
を
行
い
、
県
や
事
業

者
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
を
取
り

な
が
ら
、
利
用
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス

利
用
促
進
に
努
め
ま
す
。

町
民
と
行
政
の
協
働

「健康と福祉の向上」主な事業

事　業　名 金　額
広報紙発行事業 248万2千円
区長会事業 646万8千円
借入資金償還事業 2億6,743万3千円
地方税システム等改修事業 639万7千円
納税推進コールセンター設置事業 578万円
広域処理事業 2億3,333万5千円

事　業　名 金　額
道路維持管理・補修事業 842万1千円
原材料等支給事業 189万5千円
交通安全施設整備事業 240万円
道路愛護保全管理事業 405万9千円
町道及び法定外公共物境界査定
資料デジタル化事業 1,322万9千円

道路新設改良事業 4,414万円
辺地対策事業 5,005万円
河川改修事業 691万円
非常備消防事業 1,088万2千円
環境衛生・廃棄物処理事業 348万2千円
下水処理事業 2億252万8千円
し尿処理事業 8,317万円
合併処理浄化槽設置整備事業 853万7千円
温暖化対策事業 100万円
上水道事業 4,637万5千円

事　業　名 金　額
心身障害者等補助事業 1,206万1千円
障害者自立支援給付費事業 8,767万3千円
社会福祉協議会補助事業 2,300万円
シルバー人材センター補助事業 890万円
児童保育事業 1億5,443万8千円
子ども手当事業 1億7,530万6千円
子育て支援事業 138万5千円
次世代育成支援対策施設整備事業 8,352万3千円
放課後児童クラブ事業 1,457万8千円
成人健康推進事業 1,073万1千円
母子保健事業 642万5千円
予防接種事業 851万6千円
新型インフルエンザ対策事業 485万6千円
重度心身障害者医療費支給事業 1,551万3千円
ひとり親家庭等医療費支給事業 188万2千円
こども医療費支給事業 1,540万5千円
国民健康保険事業 7,111万3千円
介護保険事業 8,084万1千円
後期高齢者医療事業 1億356万8千円

体
と
の
連
携
に
よ
り
地
域
防
犯
機
能

を
強
化
し
、
地
域
の
自
主
防
災
・
防

犯
組
織
や
交
通
指
導
員
、
各
種
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
に
よ
る
防
犯
パ

ト
ロ
ー
ル
活
動
を
行
い
ま
す
。

住
環
境　

生
活
道
や
排
水
路
の
整
備

な
ど
、
良
好
な
居
住
環
境
整
備
を
計

画
的
に
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
が
造
成
し
た
宅
地
を
自

ら
居
住
す
る
た
め
の
住
宅
を
必
要
と

す
る
方
に
土
地
の
分
譲
を
行
う
、「
若

者
定
住
促
進
宅
地
分
譲
事
業
」
を
推

進
し
ま
す
。

危
機
管
理
対
策　

町
民
の
安
全
な

暮
ら
し
を
守
る
た
め
、
消
防
防
災
設

備
や
資
機
材
の
充
実
、
消
防
防
災
活

動
の
支
援
に
努
め
、
特
に
、
火
災
発

生
時
に
有
効
な
消
火
活
動
が
行
え
る

よ
う
、
地
域
防
災
の
中
核
と
し
て
活

動
す
る
消
防
団
の
活
性
化
を
図
り
ま

す
。

　

ま
た
、
台
風
や
地
震
な
ど
の
自
然

災
害
に
備
え
、非
常
食
な
ど
を
備
蓄
、

地
域
防
災
体
制
を
強
化
す
る
た
め
、

防
災
意
識
の
啓
発
や
自
主
防
災
組
織

の
育
成
・
支
援
に
努
め
ま
す
。

自
然
環
境
の
保
全
・
景
観
形
成　

歴
史
や
文
化
を
踏
ま
え
、
水
と
緑
を

生
か
し
た
美
し
い
景
観
の
保
全
に
努

め
、
ハ
ナ
ビ
シ
草
園
を
は
じ
め
、
町

民
参
加
に
よ
る
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を

展
開
し
、
地
域
景
観
を
花
と
緑
で
美

し
く
保
ち
、
年
間
を
通
し
て
花
を
楽

し
め
る
「
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
を

推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
球
温
暖
化
や
温
室
効
果

ガ
ス
の
抑
制
な
ど
、
自
然
や
環
境
を

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
に
対
す

る
補
助
な
ど
を
行
い
ま
す
。

設
し
、
町
税
の
収
納
率
向
上
に
努
め

ま
す
。
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産
業
の
振
興

農
林
業　

生
産
体
制
の
強
化
や
観
光

農
業
の
振
興
な
ど
、
特
色
あ
る
農
業

を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
遊
休
農
地
解
消
事
業
を
促

進
し
、
有
害
鳥
獣
駆
除
を
実
施
す
る

な
ど
、農
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　

宝
登
山
「
四
季
の
丘
」
事
業
と
し

て
、宝
登
山
県
造
林
の
伐
採
跡
地
に
、

「
園
地
四
季
の
丘
」
を
整
備
し
、
ロ

ウ
バ
イ
な
ど
の
植
樹
を
進
め
ま
す
。

商
工
業　

厳
し
い
経
済
状
況
下
に

お
け
る
中
小
企
業
の
経
営
の
安
定
を

図
る
た
め
、
緊
急
保
証
制
度
の
企
業

者
認
定
に
対
し
、
迅
速
に
対
応
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
中
小
企
業
者
が
、
商

工
業
施
設
の
整
備
拡
充
、経
営
改
善
、

そ
の
他
経
営
に
必
要
な
資
金
を
日
本

政
策
金
融
公
庫
か
ら
借
り
入
れ
た
場

合
、
町
が
利
子
補
給
を
行
い
、
商
工

業
の
健
全
な
発
展
を
支
援
し
ま
す
。

魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り　

県
を

代
表
す
る
観
光
地
と
し
て
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
図
り
、
観
光
施
設
の
的
確

な
管
理
を
行
い
、
施
設
面
で
は
、「
長

瀞
駅
前
公
衆
ト
イ
レ
」
の
改
修
を
行

い
、
施
設
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
映
画
や
テ
レ
ビ
の
撮
影
を

誘
致
、
支
援
す
る
た
め
の
「
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
」
を
設
置
し
、
当

町
の
広
報
を
図
り
ま
す
。

教
育
支
援　

保
護
者
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
私
立
幼
稚
園
へ
の
就
園
奨

励
費
の
助
成
を
行
い
、
就
学
児
童
・

生
徒
に
対
し
て
は
、
経
済
的
に
恵
ま

れ
な
い
家
庭
へ
の
補
助
制
度
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。

学
習
補
助
・
人
的
支
援　

幼
稚
園
・

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
を
対
象

に
「
国
際
理
解
教
育
」
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
不
登
校
児
童
・
生
徒
や

児
童
虐
待
な
ど
、
問
題
を
抱
え
る
子

ど
も
へ
の
き
め
細
か
な
人
的
支
援
策

を
行
う
と
と
も
に
、
個
別
に
支
援
が

必
要
な
児
童
に
対
す
る
学
習
補
助
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

教
育
施
設　

学
校
施
設
の
耐
震
化
促

進
の
た
め
、
大
規
模
改
修
工
事
と
合

わ
せ
て
、
中
学
校
の
校
舎
や
外そ

と

ト
イ

レ
の
改
修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
次
期
耐
震
化
改
修
予
定
の
第

「産業の振興」主な事業

教
育
の
充
実

「教育の充実」主な事業

　

今
後
も
、
社
会
情
勢
に
対
応
で
き

る
よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
工
夫
を
重
ね
、

財
源
確
保
と
歳
出
削
減
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
や
新
た

な
行
政
課
題
に
適
切
に
対
処
す
る
た

め
、
改
革
の
実
践
と
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
全
職
員
と
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
町

民
の
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

保　

育　

子
育
て
に
か
か
る
経
済
的

な
負
担
軽
減
を
図
り
、
保
護
者
の
仕

事
と
子
育
て
の
両
立
を
支
援
す
る
た

め
、
保
育
料
を
据
え
置
き
し
ま
す
。

　

ま
た
、
高
砂
保
育
園
で
は
、
耐

震
基
準
を
満
た
す
た
め
、
園
舎
の
改

築
工
事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
町

で
は
、
園
児
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、
改
築
工
事
に
伴
う
補
助
を
行
い

ま
す
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ　

放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
を
３
か
所
設
け
、
保
護
者
が

昼
間
不
在
と
な
る
家
庭
の
児
童
の
健

全
な
育
成
に
努
め
ま
す
。

子
育
て
支
援
事
業　

出
生
児
の
保
護

者
に
支
給
す
る
「
子
育
て
支
援
金
」

と
併
せ
て
、
絵
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

実
施
し
、
子
育
て
支
援
事
業
を
充
実

さ
せ
、
子
育
て
総
合
窓
口
や
子
育
て

支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を
図
り

ま
す
。

こ
ど
も
医
療
費　

小
学
校
卒
業
ま
で

を
対
象
に
実
施
し
て
い
た
医
療
費
の

一
部
助
成
を
、
中
学
校
卒
業
ま
で
に

拡
大
さ
せ
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
し
、
乳
幼
児
や
児
童
生
徒
の

保
健
の
向
上
と
福
祉
の
増
進
を
図
り

ま
す
。

健
や
か
な
健
康
づ
く
り　

自
ら
の
健

康
は
自
ら
守
る
と
い
う
、
健
康
管
理

意
識
の
高
揚
を
図
り
、
健
康
相
談
・

健
康
教
育
事
業
や
各
種
が
ん
検
診
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

特
に
、
健
や
か
に
子
ど
も
を
生
み

育
て
る
た
め
、
妊
婦
の
方
の
健
康
診

査
に
妊
婦
超
音
波
検
査
を
追
加
す
る

な
ど
、
母
子
保
健
の
充
実
を
図
り
ま

す
。

事　業　名 金　額
魅力ある観光地づくり推進事業 5,233万2千円
インフォメーション事業 263万1千円
花いっぱい推進事業 133万1千円
ロケーションサービス設置事業 147万5千円
長瀞町観光協会法人化事業 1,777万5千円
農業振興対策事業 98万9千円
花に触れ合う｢花の里｣管理事業 343万7千円
商工会補助事業 500万円
中小企業経営対策利子補給事業 320万円

事　業　名 金　額
外国語青年語学指導助手設置事業 333万8千円
国際理解教育事業 56万円
学校コンピュータ整備事業 688万円
学校施設等改修事業 547万4千円
学校施設耐震事業 499万8千円
人的教育支援事業 284万3千円
学校内防犯事業 253万1千円
社会科副読本印刷事業 182万2千円
私立幼稚園就園奨励費補助事業 898万8千円
人権教育推進市町村事業 40万円
青少年健全育成事業 48万2千円
学校給食施設整備事業 368万円

　

ま
た
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ

の
対
策
と
し
て
、
国
の
基
準
に
基
づ

い
た
補
助
や
助
成
を
行
い
、
既
存
の

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
で
は
、
対
象

者
に
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
中
学

３
年
生
を
追
加
し
ま
す
。

　

保
健
セ
ン
タ
ー
は
、
現
在
の
ニ
ー

ズ
に
あ
っ
た
事
業
に
対
応
で
き
る
施

設
と
す
る
た
め
、
施
設
改
修
を
行
い

ま
す
。

介
護
予
防
対
策　

虚
弱
な
方
を
対
象

に
、
転
倒
予
防
の
た
め
の
筋
力
ア
ッ

プ
や
栄
養
改
善
な
ど
を
取
り
入
れ
た

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
元
気
に
日
常
生
活
を
営

ん
で
い
る
高
齢
者
に
は
、
地
区
公
会

堂
な
ど
の
身
近
な
場
所
を
会
場
と
し

て
、
元
気
モ
リ
モ
リ
体
操
の
普
及
に

努
め
、
元
気
な
高
齢
者
を
育
成
し
ま

す
。

地
域
保
健
福
祉　

地
域
福
祉
の
担
い

手
で
あ
る
社
会
福
祉
協
議
会
や
、
高

一
小
学
校
体
育
館
の
実
施
設
計
を
行

い
、
第
二
小
学
校
校
舎
の
改
修
も
早

期
対
応
を
目
指
し
ま
す
。

学
校
給
食　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
厨
房

室
改
修
や
厨
房
機
器
の
設
置
な
ど
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
の
食
の
安
全
の

た
め
、
機
能
充
実
を
図
り
ま
す
。

青
少
年
育
成
活
動　
「
青
少
年
健
全

育
成
長
瀞
町
民
会
議
」
を
核
に
、
関

係
機
関
と
連
携
し
た
地
域
ぐ
る
み
の

取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
人
材
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
一
環
で
組
織
化
し
た

「
学
校
応
援
団
」
の
充
実
と
中
学
校

へ
の
組
織
化
に
取
り
組
み
、「
地
域

み
ん
な
で
育
て
る
子
ど
も
」「
地
域

み
ん
な
で
支
え
る
学
校
」
の
具
現
化

に
努
め
ま
す
。

人
権
の
尊
重　

人
権
問
題
に
対
す
る

理
解
と
認
識
を
深
め
る
た
め
、
教
職

員
を
対
象
に
し
た
研
修
会
の
開
催
を

は
じ
め
、
児
童
・
生
徒
を
対
象
と
し

た
学
校
人
権
教
育
、
町
民
を
対
象
と

し
た
社
会
人
権
教
育
の
充
実
に
努
め

ま
す
。

齢
者
が
就
業
を
通
じ
て
健
康
で
生
き

が
い
の
あ
る
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
対
し
支

援
を
し
ま
す
。
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長
瀞
町
こ
ど
も
医
療
費
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
、

平
成
22
年
度
長
瀞
町
一
般
会
計
予
算
な
ど
15
議
案
を
可
決

長
瀞
町
こ
ど
も
医
療
費
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
、

平
成
22
年
度
長
瀞
町
一
般
会
計
予
算
な
ど
15
議
案
を
可
決

３
月
定
例
会
報
告

３
月
定
例
会
報
告

◇ 

地
方
自
治
法
第
96
条
第
２
項
の

規
定
に
よ
る
議
会
の
議
決
す
べ
き

　

事
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例

　

総
務
省
の
助
言
に
よ
り
、
関
係
規

定
を
改
正
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

◇ 

長
瀞
町
行
政
組
織
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
た

め
、
ま
た
、
複
雑
多
様
化
す
る
行
政

事
務
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
る
組
織
と
す
る
た
め
、

課
の
再
編
を
行
う
た
め
の
も
の
で
す
。

　

概
要
は
、
12
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

◇
長
瀞
町
こ
ど
も
医
療
費
支
給
に

　

 

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　

こ
ど
も
の
医
療
費
の
支
給
対
象
を

中
学
校
卒
業
ま
で
に
引
き
上
げ
、
こ

ど
も
の
保
健
の
向
上
と
福
祉
の
増
進

を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
る
た
め
、
関

係
規
定
を
改
正
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。

◇
長
瀞
町
産
業
労
働
者
住
宅
資
金

　

貸
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例

　

財
団
法
人
埼
玉
県
労
働
者
信
用
基

金
協
会
は
、
社
団
法
人
日
本
労
働
者

信
用
基
金
協
会
と
事
業
統
合
を
行
う

こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
関
係
規
定
を

改
正
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

◇
平
成
21
年
度
長
瀞
町
一
般
会
計

　

補
正
予
算
（
第
８
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

３
億
４
２
２
万
円
を
追
加
し
、
予
算

の
総
額
を
35
億
６
，
４
２
０
万
３
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
歳
入
で
は
、
子
ど

も
手
当
準
備
事
業
費
国
庫
補
助
金
、

安
全
・
安
心
な
学
校
づ
く
り
交
付
金

な
ど
の
増
額
で
、
歳
出
で
は
、
子
ど

も
手
当
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
、
た

け
の
こ
保
育
園
園
舎
増
改
築
工
事
費

補
助
金
、
長
瀞
駅
前
観
光
ト
レ
イ
改

修
工
事
、
中
学
校
校
舎
耐
震
補
強
及

び
大
規
模
改
修
工
事
な
ど
の
増
額
に

よ
る
も
の
で
す
。

議
案
の
内
容

　

３
月
10
日（
水
）、
11
日（
木
）に
、
平
成
22
年
第
１
回
長
瀞
町
議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
は
、
町
長
提
出
議
案
15
件
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
名
の
議
員
が
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

◇ 

平
成
21
年
度
長
瀞
町
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
１
，

８
２
９
万
５
千
円
を
減
額
し
、
予
算

の
総
額
を
９
億
３
，
６
４
３
万
６
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
歳
入
で
は
、
高
額

医
療
費
共
同
事
業
交
付
金
、
保
険
財

政
共
同
安
定
化
事
業
交
付
金
な
ど
の

減
額
で
、
歳
出
で
は
、
高
額
医
療
費

共
同
事
業
拠
出
金
、
保
険
財
政
共
同

安
定
化
事
業
拠
出
金
な
ど
の
減
額
に

よ
る
も
の
で
す
。

◇
平
成
21
年
度
長
瀞
町
老
人
保
健

　

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
91

万
１
千
円
を
減
額
し
、
予
算
の
総
額

を
３
５
８
万
９
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。

　

主
な
内
容
は
、
歳
入
で
は
、
医
療

費
交
付
金
の
減
額
で
、
歳
出
で
は
、

老
人
保
健
シ
ス
テ
ム
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

借
上
料
な
ど
の
減
額
に
よ
る
も
の
で

す
。

◇
平
成
21
年
度
長
瀞
町
介
護
保
険

　

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
２
，

０
９
５
万
円
を
減
額
し
、
予
算
の
総

額
を
５
億
７
，
５
２
０
万
７
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
歳
入
で
は
、
介

護
給
付
費
国
庫
負
担
金
、
介
護
給

付
費
交
付
金
、
介
護
給
付
費
県
負
担

金
な
ど
の
減
額
で
、
歳
出
で
は
、
地

域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
負

担
金
、
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

負
担
金
な
ど
の
減
額
に
よ
る
も
の
で

す
。

◇ 

平
成
21
年
度
長
瀞
町
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
82

万
２
千
円
を
追
加
し
、
予
算
の
総
額

を
８
，
３
３
２
万
２
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
歳
入
で
は
、
普
通

徴
収
保
険
料
の
増
額
で
、歳
出
で
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付
金

の
増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

◇ 

平
成
22
年
度
長
瀞
町
一
般
会
計

　

予
算

◇
平
成
22
年
度
長
瀞
町
国
民
健
康

　

保
険
特
別
会
計
予
算

◇
平
成
22
年
度
長
瀞
町
老
人
保
健

　

特
別
会
計
予
算

◇
平
成
22
年
度
長
瀞
町
介
護
保
険

　

特
別
会
計
予
算

◇ 

平
成
22
年
度
長
瀞
町
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
予
算

　

新
年
度
予
算
を
決
定
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。

　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算
の
概

要
は
、
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

◇ 

ち
ち
ぶ
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
書

の
変
更
に
つ
い
て

　

秩
父
市
と
の
定
住
自
立
圏
形
成
協

定
を
変
更
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
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平成22年度当初予算の概要 ～町民とともに進めるまちづくり～

一　般　会　計 

特　別　会　計 

国 民 健 康 保 険
8億9,391万8千円（前年度比　△3.9％）

老 人 保 健
10万6千円（前年度比　△96.9％）

介 護 保 険
5億6,439万2千円（前年度比　△0.3％）

後 期 高 齢 者 医 療
8,425万9千円（前年度比　＋3.6％）

【自主財源と依存財源】　町が自主的に収入できる財源を自
主財源といい、国や県の制度により定められた額が交付さ
れたり、割り当てられたりする収入を依存財源といいます。

　当町のまちづくりの基本となる、平成22年度の当初予算が３月定例議会で決まりました。
　一般会計の予算額は、30億3,831万7千円で、前年度と比較すると、1億3,019万１千円（４．５％）の増額となりました。
　今年度予算は、地方交付税、国庫支出金、県支出金などが増加したものの景気後退による町税などの減収が見込まれる厳しい
財政状況の中、「行政改革大綱・実施計画」「事務事業総点検」による徹底した一般行政経費の見直しと削減を図りつつ、限られ
た財源を効果的に配分する「枠配分方式」により、必要な事業に重点的かつ効率的な予算配分を行いました。

30億3,831万7千円（前年度比　＋4.5％）

　事業の執行にあたっては、限られたお金を有効に使い、町民

生活の向上を図り、効率的な行財政運営に努めてまいります。

◎歳　出 ◎歳　入
町税 8億5,434万1千円（28.2％）
皆さんに納めていただく税金で、町民税、
固定資産税、軽自動車税など

繰入金 7,414万8千円（2.4％）
町の貯金にあたる財政調整基金などから
繰り入れるもの

繰越金 5,000万円（1.6％）
前年度からの繰越金

その他 1億674万4千円（3.5％）

地方交付税 9億4,300万円（31.0％）
町税で賄いきれない財源を補うために国から
交付されるもの

町債 3億4,900万円（11.5％）
建設事業の財源に充てるため借り入れるもの

県支出金 2億9,430万2千円（9.7％）
特定の事務事業に対し、県から交付されるもの

国庫支出金 2億2,998万2千円（7.6％）
特定の事務事業に対し、国から交付されるもの

その他 1億3,680万円（4.5％）

民生費 8億6,973万3千円（28.6％）
社会福祉、障害者福祉、高齢者福祉、児童福祉
のために使われる経費

総務費 7億1,565万9千円（23.6％）
人件費、庁舎や財産の維持管理、戸籍管理、
税金の徴収、選挙などに使われる経費

衛生費 4億6,848万1千円（15.4％）
保健事業、環境衛生のために使われる経費

公債費 2億6,743万3千円（8.8％）
道路や学校などの整備のために借り入れた
お金を償還するための経費

教育費 2億5,731万6千円（8.5％）
学校教育、社会教育、社会体育のために
使われる経費

土木費 1億4,957万円（4.9％）
町道の新設、改良、補修や町営住宅の維持管理
のために使われる経費

消防費 1億4,678万2千円（4.8％）
消防活動、防災対策のために使われる経費

商工費 9,724万8千円（3.2％）
商工業の振興、観光事業のために使われる経費

議会費 3,579万円（1.2％）
議会の運営のために使われる経費

農林水産業費 2,442万1千円（0.8％）
農林業の振興のために使われる経費

その他 588万4千円（0.2％）
（　）内は構成比

46％

54％

総務課企画財政担当　☎66・3111　内線221問合せ

自　

主　

財　

源　

35.7％

依　

存　

財　

源　

64.3％
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まちの わ だ い

　平成21年度長瀞町スポーツ賞授与
式が、受賞者100名が参加し、中央
公民館で開催されました。
　第64回国民体育大会の陸上競技少
年男子Ａやり投で第３位となり、優秀
選手賞金賞を授与された新

あら

井
い

涼
りょう

平
へい

くん
（皆野高等学校３年生）が「オリンピッ
クに出られるよう、頑張ります。」と
力強く、受賞者を代表して謝辞を述べ
られました。【２月27日】

スポーツ賞授与式

　少子高齢化対策として、紙おむつ排出用
ごみ袋（指定有料ごみ袋）を支給します。
●対象となる方
　◎ ０歳から３歳の誕生月までの乳幼児
（母子健康手帳を持参してください。）

　＊ 昨年度、支給を受けた方は、町から配
布された支給カードを忘れずにお持ち
ください。

　◎ ねたきり老人及び身体障害者で常時失
禁状態の方（町の紙おむつ支給事業の
対象者）

　＊ 申請された月から支給となりますの
で、早めに申請してください。

●支給枚数
　 １人につき可燃ごみ20ℓ袋（中型）を
月５枚　年間60枚まで

　　　　健康福祉課健康福祉担当
　　　　☎66・3111　内線132、133

申請場所・問合せ

●対象となる方
　町内に住んでいて、在宅で常におむつを必要とする、次のいずれかに該当
する町民税非課税の方
　◎40歳以上で、要介護認定の区分が要介護３以上に認定された方
　◎ ３歳以上で、身体障害者手帳の交付を受け、１・２級の肢体不自由又は、
ぼうこう直腸機能障害がある方

　◎３歳以上で、療育手帳の交付を受け、Ⓐ・Ａの障害がある方
●申　請
　紙おむつの支給を希望される方は、健康福祉課に申請してください。
　　※すでに申請されている方は、申請は必要ありません。
●支給方法
　２か月に１度、町が委託した業者が各家庭に配達します。
　また、支給は１か月あたり3,150円相当分が限度となりますので、その
金額を超える場合は、自己負担となります。
●その他
　指定有料ごみ袋の支給は、申請が必要です

　　　　　　　健康福祉課　☎66・3111
　　　　　　　（障害者分）　　　健康福祉担当　内線132、133
　　　　　　　（要介護認定者分）地域包括支援センター　内線127、128

指定有料ごみ袋を支給します 紙おむつの支給をします

問合せ

　新入学児童に贈られ
るランドセルカバーの
贈呈式が秩父警察署で
行われ、当町から黒

くろさわ

沢
ののかさん（写真・左
前）、真

ま

下
しも

楽
ら い

生くん（写
真・右前）が出席し、

ランドセルカバー贈呈式

尾前秩父警察署長（写真・左後）から手渡されたカ
バーを、ピカピカのランドセルに取り付けました。
【３月12日】

広報ながとろ「くらしのメモ」有料広告募集

総務課自治振興担当　☎66・3111　内線215

掲載できるもの
　広報紙の公共性、中立性及びその品位を損なわないもの

掲載できないもの
○青少年の健全な育成を阻害すると認められるもの
○政治・宗教活動、意見広告及び個人の宣伝に係るもの
○公の秩序又は善良の風俗に反するおそれのあるもの
○その他、不適当と町長が認めるもの

申込み・問合せ

掲載料
○縦48㎜×横85㎜　　 5,000円
○縦48㎜×横180㎜　10,000円
○縦48㎜×横274㎜　15,000円

原　稿　掲載希望者が作成してください。割付は、町で行います。
　　　　 広告の原稿は、申請書（総務課又は町ホームページからダウンロードしてください。）と一緒に前月１日（１日が土・

日・祝日の場合は、前の平日）までに、総務課へ持参の上、お申込みください。

その他　○町で審査を行った上で、掲載の可否を決定します。
　　　　○掲載順は、原則として受付順とします。

　町では、広報ながとろ「くらしのメモ」に皆さんからの広告を有料で掲載しています。
　地域に密着した広告媒体となりますので、高い広告効果が期待できます。あなたの会社、お店の広告を考えている方、
広告欄を使って宣伝してみませんか。



6No.564 2010･４月号7 2010･４月号 No.564

平成22年度　麻しん風しん予防接種実施医療機関

　麻しん風しん予防接種は、医療機関での個別接種となります。
　接種できる医療機関は、下記のとおりです。お子さんの体調の良いときに、早めに予防接種を受けてください。
　なお、日本脳炎予防接種は、現在見合わせています。
対　象　第１期　１歳以上２歳未満の幼児
　　　　第２期　小学校就学１年前の幼児（年長児）（平成16年４月２日～17年４月１日生まれ）
　　　　第４期　高校３年生に相当する年齢の方（平成４年４月２日～５年４月１日生まれ）
予診票　第１期対象者には、９～11か月児健診で配布します。
　　　　第２期、第４期対象者には、後日通知します。
受け方　直接、ご希望の医療機関に予約を取り、母子健康手帳、予診票、健康保険証を持参し、予防接種を受けてください。
費　用　対象者の接種料金は無料です。
その他　 第３期（中学１年生・平成９年４月２日～10年４月１日生まれ）は、中学校での集団接種となりますので、

後日、学校を通して通知します。

医療機関名 １期
２期 ４期 電話番号 医療機関名 １期

２期 ４期 電話番号

倉林医院 ○ ○ 66・0387 関根医院 × ○ 23・0777
南須原医院 ○ ○ 66・2038 高橋内科クリニック ○ ○ 27・0155
長瀞医新クリニック ○ ○ 66・1000 秩父市大滝国保診療所 ○ ○ 55・0341
伊古田小児科医院 ○ × 62・4585 秩父市立病院 ○ ○ 23・0611
松本医院 × ○ 65・0004 秩父生協病院 ○ ○ 23・1300
皆野病院 ○ ○ 62・6300 秩父第一病院 × ○ 25・0311
浅海医院 × ○ 54・1182 野田医院 ○ ○ 22・2538
あらいクリニック ○ ○ 25・2711 松村医院 × ○ 22・1499
石塚内科胃腸科医院 ○ ○ 24・5010 三上医院（中町） × ○ 22・0391
伊藤医院 ○ ○ 23・8008 三上医院（荒川上田野） ○ ○ 54・1007
井上医院 × ○ 22・0141 水野医院 ○ ○ 22・3315
井上皮膚科医院 ○ ○ 22・0336 荒舩医院 ○ ○ 24・0160
今井内科クリニック × ○ 27・0055 大越医院 × ○ 22・0543
岩田産婦人科医院 ○ ○ 24・1336 荻原医院 ○ ○ 23・3311
内田医院 × ○ 22・0514 松田医院 × ○ 22・0802
大谷津医院 ○ ○ 22・6329 本間医院 ○ ○ 75・0020
岡部医院 × ○ 25・2511 鈴木内科眼科クリニック ○ ○ 72・7072
金子クリニック × ○ 21・7270 原医院 × ○ 72・8088
倉林外科胃腸科医院 ○ ○ 23・0968 横田内科・呼吸器科クリニック ○ ○ 72・7447
クリニック公園ばし ○ ○ 53・8860 埼玉よりい病院 ○ ○ 048･579･2788
五野上医院 ○ ○ 22・1587 藤野クリニック ○ ○ 048･581･1035
近藤医院 ○ ○ 22・0043 おぶすま診療所 ○ ○ 048･582･2211
城谷医院 × ○ 22・1010 佐伯医院 ○ ○ 048･581･0204

個 別 予 防 接 種 実 施 医 療 機 関

健康福祉課健康福祉担当　☎66・3111　内線134、135問合せ

防災行政無線の放送内容を電話で確認できます

　町では、防災行政無線の機器を入れ替えました。
　これにより、防災行政無線で放送した内容を電話で確認することができる「電話応答装置」を設置しました。
　放送が流れたようだが聞きとれなかった。もう一度放送内容を確認したい。このような場合、次の電話番号に電話をか
けると、放送された内容を確認することができます。

　　　　電話番号（フリーアクセス）
　　　　　　0800・800・6680　（通話料は、無料です。）
※電話が混みあっている場合は、つながりにくいことがあります。
　お聞きいただける放送は、過去１週間分までとなっています。

総務課自治振興担当　☎66・3111　内線212問合せ
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こちら

健康コーナーです

福
祉
だより

健康福祉課

健康福祉担当

☎66・3111

内線132、133

66・3564

問合せ

問合せ 健康福祉課健康福祉担当
☎66・3111　内線134､135

町内の各地区で「元気モリモリ体操」に取り組んでいます！

 ◎ ひよこ倶楽部、すくすく相談
（育児相談）、３種混合予防接
種、１歳６か月児健診、３歳
２か月児健診、ポリオ生ワク
チン投与、おひさま教室、ヘ
ルシーダイエットは、健康カ
レンダーのとおり行います。

　町内の各地区で、自主的なクラブ活動として、介護予防の筋力アップトレーニング「元気モリモリ体操」に取り組んで
います。元気モリモリ体操は、おもりの量によって運動の強さを調節できるので、元気な方から体力の弱い高齢の方まで

日　時　４月22日（木）、23日（金）、５月14日（金）午後０時30分受付
　　　　（番号札は、正午に会場前に出します。）
場　所　保健センター
対　象　・乳がん検診　40歳以上の女性で、昨年度受診していない方
　　　　・子宮がん検診　20歳以上の女性で、昨年度受診していない方
内　容　・乳がん検診　問診、専門医による視触診、Ｘ線撮影
　　　　・子宮がん検診　問診、子宮頚部の細胞診検査
料　金　・乳がん検診　1,300円　　・子宮がん検診　900円
その他　＊申込みをされた方には、通知を発送します。
　　　　＊申込みをされても昨年度受診している方には、通知は届きません。
　　　　＊ 申込みをしていなくて、受診を希望される方は健康福祉課健康福祉担当へ

ご連絡ください。

乳がん・子宮がん検診

クラブ名 場　所 日　程

のぞみクラブ 長瀞地区
コミュニティ消防センター 毎週木曜日　午前10時

仲良し会 《奇数月》長瀞上区公会堂
《偶数月》大木小路公会堂 第１、第３木曜日　午前10時

みずほいきいきクラブ 上宿中宿区
コミュニティ集会所 第１、第３木曜日　午後２時

ワントレクラブ 保健センター 毎週水曜日　午前10時＊第５週は休み
清流の会 野上コミュニティ集会所 第１金曜日・第３日曜日　午後１時
さくらクラブ 中央公民館

第２、第４火曜日　午前10時
みつわクラブ 辻区公会堂
小坂ふれあいクラブ 小坂区公会堂 第１、第３月曜日　午後２時
ひぐち元気クラブ ひのくち館 第２、第４月曜日　午前10時
きりのみやクラブ 矢那瀬集落農業センター 第２、第４金曜日　午前10時
らくらくクラブ 岩田高橋公民館 毎週火曜日　午前10時

白鳥クラブ 井戸風布地区
コミュニティ集会所 第２、第４金曜日　午後２時

取り組むことができます。保健師が月
１回クラブ活動の支援に伺い、体操の
アドバイスや健康ミニ講話もしていま
す。足腰を鍛えたい方、地域の仲間と
集まりたい方、気軽に会場にお越しく
ださい。
　介護予防の取り組みは、地域の皆さ
んが主役になって、活動を支え、育て
ていくことが大切です。皆さんの積極
的な参加をお待ちしています。
＊ 会場が遠く、送迎が必要な方、元気
モリモリ体操に取り組みたいという
地区・団体の方は、ご相談ください。
＊ 開催日は、祝日、その他の都合によ
り、変更されることがあります。初
めて参加の方は、上記の担当まで連
絡し、ご確認ください。
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information

くらしの情報

掲 示 板

旅券（パスポート）の申請手続き変更

　４月１日から、秩父地域パスポートセンターでの旅券（パスポート）申請
手続きの際、住民票の提出が不要となります。

秩父地域パスポートセンター　☎22・2211
町民課住民担当　☎66・3111　内線122

問合せ

□第28回はつらつ長瀞ゴルフ大会
と　　き　５月４日（火・祝日）
場　　所　埼玉長瀞ゴルフ倶楽部
対 象 者　・町内在住在勤者
　　　　　・当町関係者
参 加 費　2,500円（申込み時）
　　　　　プレー費（食事込み）
　　　　　8,500円
競技方法　新ぺリア方式
申込期限　４月25日（日）
主　　催　町ゴルフ協会
申込み・問合せ　ゴルフ大会事務局
　　　　　　　　黒沢　☎66・1355
　　　　　　　　　　　66・3246

□県食品表示調査員
対　象　県内在住で20歳以上の方
任　期　６月～平成23年３月
　※研修に出席していただきます。
　①６月９日（水）　熊谷市　又は
　②６月10日（木）　さいたま市
　（場所・時間は、通知で指定します。）
申込み　 ４月23日（金）（必着）までに、

はがき（食品表示調査員応募と
記入し、研修希望日、住所、氏
名（フリガナ）、電話番号、年齢、
応募理由（100字程度）を明記）
でお申込みください。

その他　 選考結果は５月末までに通知し
ます。

申込み・問合せ
　　　　〒330－9301　埼玉県庁
　　　　農産物安全課
　　　　☎048・830・4110

□警察官
　県警察では、平成22年度第１回警察
官採用試験を行います。
受験区分
　Ⅰ類　 大学を卒業（見込み）で、29

歳までの方
　Ⅱ類　 短大、専修学校を卒業（見込み）

で、19歳から29歳までの方
　Ⅲ類　 Ⅰ類、Ⅱ類に該当しない方で、

19歳から29歳までの方
　　　　 （高校を卒業見込みの方は、受

験できません。）
第１次試験　５月９日（日）
受付期間
　持参・郵送
　　４月１日（木）～14日（水）
　　　　　　（期間内消印有効）
　インターネット
　　４月１日（木）～13日（火）午後５時
問合せ　県警察採用センター
　　　　0120・373514
　　　　秩父警察署　☎24・0110

□自衛官
　平成23年４月採用の自衛官を募集し
ます。
一般幹部候補生
　受験資格　20歳以上26歳未満の方
　※ 22歳未満の方は、短期大学を除く、
大学卒（見込み）

　※ 大学院修士課程修了者は、28歳
　　未満の方
一般曹候補生
　受験資格　18歳以上27歳未満の方
受付期間
　４月１日（木）～５月10日（月）（必着）
問合せ　自衛隊秩父地域事務所
　　　　☎22・6157

募　集

お知らせ
□町広報紙への死亡者氏名の
　掲載再開
　現在、町広報紙への亡くなられた方の
氏名などの掲載は休止していますが、多
くの町民の方からの掲載要望を受け、６
月号の広報（４月１日以降にお亡くなり
になった方）から掲載を再開します。
　内容は、亡くなられた方の氏名と行政
区名とさせていただきます。
　なお、掲載にあたっては、ご家族の同
意をいただいた方だけを掲載します。
問合せ　総務課自治振興担当
　　　　☎66・3111　内線215

□青少年立ち直り支援サイト
　県では、非行少年やその保護者の立ち
直りを支援するため「青少年立ち直り支
援サイト」を開設しています。
　一人で悩まないで、まずはサイト
http://www.pref.saitama.lg.jp/site/
tachinaori/
にアクセスしてください。
問合せ　県青少年課
　　　　☎048・830・2911

□日本太鼓　秩父祭
　秩父の地に、全国から７つの和太鼓団
体が集まり、自慢のバチさばきによる感
動の響きをとどろかせます。
日　　時　５月２日（日）（雨天決行）
　　　　　開場　午前11時30分
　　　　　開演　正午
場　　所　秩父ミューズパーク
　　　　　野外ステージ
入 場 料　1,000円（全席自由席）
チケット　チケットぴあ、
　　　　　 彩の国ふるさと秩父観光情報館、

道の駅ちちぶ、髙野太鼓店で
販売しています。

問 合 せ　秩父太鼓連盟事務局
　　　　　☎22・2111

□求人企業合同面接会
日　時　４月23日（金）午後１時～４時
場　所　ホテル・マロウドイン熊谷
対象者　 平成23年３月大学・短大・
　　　　専門学校卒業見込みの方
　　　　 （１～３年以内程度の既卒者も

参加可）
その他　入退場自由、履歴書複数持参
　　　　 「参加企業一覧」を来場者全員

に配布
問合せ　県雇用対策協議会
　　　　☎048・647・4185
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介護保険料
今月の

介護保険料
今月の

国民年金保険料は、退職（失業）による特例免除があります。
　メリット１・・・保険料を一部納付したのと同じ
　　　　　　　　　　 免除期間の年金額の計算は、保険料が納付された場合と比較して
　　　　　　　　　　３分の１（将来は２分の１）となります。
　メリット２・・・万が一の際にも確かな保障
　　　　　　　　　　 病気や事故で障害が残ったときの障害年金や、一家の働き手が亡くなった

ときの遺族年金など、免除承認期間は、支給対象の期間とされます。
　メリット３・・・本人所得を除外して審査
　　　　　　　　　　 特例免除とは、通常であれば審査の対象となる本人所得を除外して審査を

行い、保険料の納付が免除されるものです。（配偶者、世帯主に一定以上
の所得があるときは、保険料免除が認められない場合があります。）

■特別徴収（平成22年度第１期）※今月支給される年金から天引きされます。
■普通徴収（平成21年度随時第２期）※納期限は４月30日（金）です。
※口座振替をご利用の方は４月26日（月）が振替日となりますので、残高をご確認ください。
※ 介護保険料（普通徴収）の納め忘れはありませんか。介護保険料を滞納すると、滞納期間に
応じて保険給付の制限を受ける場合があります。介護サービスが必要となったときに安心し
てサービスを利用できるよう、保険料の納付にご協力をお願いします。

健康福祉課介護保険担当　☎66・3111　内線124問合せ

通常の場合　→　申請者本人の所得　申請者配偶者の所得　世帯主の所得
特例の場合　→　申請者本人の所得　申請者配偶者の所得　世帯主の所得

※手続きに必要なもの
　①年金手帳又は基礎年金番号がわかるもの（納付書など）
　②認め印（本人が署名する場合は不要）
　③ 失業していることを確認できる公的機関の証明の写し（雇用保険受給資格者証、離職票など）
※手続き先
　年金事務所又は役場町民課

秩父年金事務所　☎27・6561問合せ

　長瀞町から他の市町村に住所を異動したときや、新たな職場の健康保険に入ったとき、又は、
職場の健康保険を辞めたときは、国民健康保険の手続きが必要になります。

　就職する職場で健康保険に入った（辞めた）ことを証明してもらう場合、「健康保険・厚生年
金保険資格取得（喪失）連絡票」の用紙が役場町民課にありますので必要な方はお申し出くださ
い。届出は、14日以内にお願いします。

　異動後の医療機関などへの受診の際は、必ず保険証を提示してください。
　療養中の方で、国民健康保険から他の健康保険に異動したとき、逆に他の健康保険から国保に
異動したときには、「新しい保険証」を提示して、保険証が変わったことを申し出てください。

 町民課給付担当　☎66・3111　内線123問合せ

国民健康保険の手続き（届出）を忘れずに

退職（失業）による特例免除があります退職（失業）による特例免除があります
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日　時　４月25日（日）
　　　　午後１時～５時
場　所　宝登山ロープウェイ駐車場
　　　　通り抜けの桜園入口付近
内　容　・さくらコンサート
　　　　・歌舞伎公演　など
主　催　長瀞さくらまつり実行委員会

　　　　　　　　　町商工会
　　　　　　　　　☎66・0268

第15回
はつらつ長瀞さくらまつり

▲

一
般
投
稿

森林の伐採には届出が必要です

　無秩序な森林の伐採により、森林の大切な働きが失われるこ
とのないようにするため、森林の立木を伐採するときは、森林
法第10条の８などの規定により、あらかじめ町に伐採及び伐
採後の造林の届出書（届出書は町にあります。）を提出しなけ
ればなりません。
　対象となる森林
　　 　県が策定した地域森林計画の対象となっている森林（保
安林又は保安施設地区を除く。）

　　　※除伐を行うときは、届出の必要はありません。
　届出の内容
　　 　森林の所在場所、伐採面積、伐採方法、伐採林齢、伐採
後の造林の方法、期間及び樹種などです。森林以外への転
用を伴う伐採は、伐採跡地の用途も記載してください。

　　 　また、伐採する面積が、１ヘクタールを超える場合は、
林地開発行為にあたるため、県に申請し許可を受ける必要
があります。

　提出の時期
　　　伐採する日の30日から90日前まで
　届出をする方
　　・ 森林所有者が自分で伐採するとき（使用人を雇用して伐

採したり、請負によって伐採するときを含む）は、森林
所有者

　　・ 伐採業者などが森林所有者から山林の立木を買い受けて
伐採するときは、買い受けた方

　　　　　　　　　　　　　　　地域整備観光課産業振興担当
　　　　　　　　　　　　　　　☎66・3111　内線232

問合せ

　当町では、「ふるさと長瀞応援寄附」
について、ホームページや広報紙でＰ
Ｒし寄附を募ったところ、10名の方
から総額46万円のご寄附をいただき
ました。誠にありがとうございました。
　この寄附金は、ご寄附いただきまし
た皆様のご意志を反映し、次に掲げる
平成22年度の事業に活用させていた
だきます。

１　快適な環境と安心して暮らせる
　　まちづくり事業
　　道路環境整備事業 12万円
２　 健康で生きがいのあるまちづくり
事業

　　子育て支援事業 2万円
３　 活力のある産業を育てるまちづく
り事業

　　花いっぱい推進事業 25万円
４　 心豊かな人をはぐくむまちづくり
事業

　　生涯学習事業 7万円

　　　　　総務課企画財政担当
　　　　　☎66・3111　内線221

問合せ

問合せ

ふるさと長瀞応援寄附
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この印刷物は再生紙と環境にやさしい
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人の
うごき

税務課
町民課
窓 口

人　口 8,063人 （－ 2）
　　男 3,934人 （± 0）
　　女 4,129人 （－ 2）
世帯数 2,868戸 （＋ 4）

転入 18人
転出 11人
出生　 4人（男4人）
死亡 13人（男6人･女7人）

２月中の届出

平成22年
３月１日現在
（前月比）

◆税務関係諸証明の交付◆納税◆住民票の交付
◆戸籍謄本･抄本の交付◆印鑑登録、印鑑証明書の交付
※住基ネットを利用した住民票の広域交付はできません。

●窓口業務延長日 夜7時まで時間延長
　４月２日・16日、５月７日（金）
●日曜開庁日 午前9時～午後5時
　４月25日（日）

※医師会休日診療所の診療時間は午前10時から午後5時までです。
※診療時間は午前9時から午後6時までです。その後はお電話ください。
※平日、休日の救急医療体制については秩父郡市医師会ホームページでもご
　確認いただけます。http://www.chichibu.ne.jp/̃ishikai
※医療機関の都合で変更になることがあります。
　秩父消防署長瀞分署　☎69・0119でご確認ください。
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４月
４日

医師会休日診療所（内・小）
南須原医院（内・外）
秩父病院

熊木町
長瀞町
宮側町

☎23-8561
☎66-2038
☎22-3022

11日
医師会休日診療所（内・小）
近藤医院（産・婦・内）
秩父市立病院

熊木町
日野田町
桜木町

☎23-8561
☎22-0043
☎23-0611

18日
医師会休日診療所（内・小）
秩父生協病院（内・小）※小児科は午前中のみ
秩父市立病院

熊木町
阿保町
桜木町

☎23-8561
☎23-1300
☎23-0611

25日
医師会休日診療所（内・小）
秩父脳外科内科クリニック（脳外・内）
秩父病院

熊木町
永田町
宮側町

☎23-8561
☎21-2330
☎22-3022

29日
医師会休日診療所（内・小） 
本間医院（内・小・リウマチ）
秩父市立病院

熊木町
小鹿野町
桜木町

☎23-8561
☎75-0020
☎23-0611

５月
２日

医師会休日診療所（内・小）
荒舩医院（内・外）
秩父市立病院

熊木町
横瀬町
桜木町

☎23-8561
☎24-0160
☎23-0611

３日
医師会休日診療所（内・小）
片田医院（外・内）
皆野病院

熊木町
下影森
皆野町

☎23-8561
☎22-1801
☎62-6300

４日
医師会休日診療所（内・小）
松本クリニック（内）
秩父市立病院

熊木町
日野田町
桜木町

☎23-8561
☎22-3000
☎23-0611

５日
医師会休日診療所（内・小）
あらいクリニック（内・小）
秩父病院

熊木町
本　町
宮側町

☎23-8561
☎25-2711
☎22-3022

９日
医師会休日診療所（内・小）
岩田産婦人科医院（産・婦・内）
秩父市立病院

熊木町
番場町
桜木町

☎23-8561
☎24-1336
☎23-0611

とき 当　番　医 所在地 電話番号
●休日急患当番医表

課　　名 主　な　業　務

町 民 課
戸籍・住民・印鑑登録、国民年金
国民健康保険、各種医療費、後期高齢者医療
ごみ、犬の登録、公害、浄化槽、自然公園

健 康 福 祉 課

各種健（検）診、予防接種、母子保健、
献血、保健センター管理
高齢者・障害者・児童福祉
介護保険、地域包括支援センター

地域整備観光課

観光振興、農林水産業振興、商工業振興、
消費者行政
町道の新設改良・管理、町営住宅、建築確認
農業委員会

※総務・税務課の業務内容には、変更はありません。

主な業務内容（変更があった課）


